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研究成果の概要（和文）：本研究は、2014年4月から2017年3月までの3年間で行われた。本研究では、アジア太
平洋戦争時における大学と宗教の動員／参加実態について研究を行い、得られた成果をその都度、学術論文およ
び学会意発表等で公表してきた。その蓄積をもとに、最終成果として、江島尚俊・三浦周・松野智章編『シリー
ズ大学と宗教II　戦時日本の大学と宗教』（法蔵館、2017年3月）として刊行した。

研究成果の概要（英文）：We conducted research activities from April 2014 to March 2017.We studied 
the mobilization and participation of universities and religions in World War II. The result was 
published as "Universities and Religions in World War II", hozokan, March 2017. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、大正大学綜合仏教研究所：「大
学と宗教」研究会（平成 23-25年度）におけ
る調査および研究成果を基盤として構想さ
れている。そこでは、明治期から昭和初期に
おける宗教系大学の教育・研究動向の実態解
明を行った。その成果は、江島尚俊・三浦周
ほか編『近代日本の大学と宗教』（2014）と
して刊行されたが、戦時下（特に満州事変以
降から昭和 20 年）については意図的に研究
対象としなかった。なぜならば、戦時下は国
家総力戦体制の中に大学が組み込まれてい
く極めて特殊な状況であり、かつ戦後の新学
制へと続く重要な時期であることから、1 つ
の大きな別テーマとして捉えるべきと考え
たからである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、戦時下の宗教系大学（仏教
系・キリスト教系）における教育・研究、お
よび公的な発言・行事に焦点を当てることに
よって、以下の 3点を明らかにすることを目
的とした。 
①宗教研究の実態 
②宗教者養成の内実 
③戦争に対する大学としての姿勢 
上記の解明を通して、近年、注目を集めてい
る戦争と大学・学問・教育の関係を明らかに
するとともに、宗教学と教育史学を架橋する
新たな研究領域の開拓を企図していた。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究代表者 1名、共同研究者

4名の合計 5名で構成される研究体制のもと、 
①宗教系大学の戦時対応 
②キリスト教系大学のカリキュラムと大
学機構の調査 
③仏教系大学のカリキュラムと大学機構
の調査 
④宗教系大学の戦時組織に関する調査 
上記テーマのもと各自が研究をすすめる。
平成 26・27 年度は主に各大学での資料調査
を行い、そこで得られた資料をもとに 28 年
度では成果報告をまとめた。 

 
４．研究成果 
本研究では、2014年 4月から 2017年 3月
までの 3年間で行われた。本研究では、アジ
ア太平洋戦争時における大学と宗教の動員
／参加実態について研究を行い、得られた成
果をその都度、学術論文および学会発表等で
公表してきた。その蓄積をもとに、最終成果
として、江島尚俊・三浦周・松野智章編『シ
リーズ大学と宗教 II 戦時日本の大学と宗
教』（法蔵館、2017年 3月）として刊行した。 
なお、本研究成果の意義としては、以下の

2点を想定している。 
①宗教学において、新しい学問史の方法、
および宗教者養成という新たな研究領域を
提供することが出来た。林淳が論じているよ

うに、宗教学とは旧学制下の宗教系大学にお
いて極めて重視された学問であった（「宗教
系大学と宗教学」2008）。それにも関わらず、
各大学における制度化の経緯はほとんど分
かっていなかった。同様に、仏教学、聖書学
などを含めた広い意味での宗教研究が、官
立・私立の大学において如何なる歴史的・制
度的推移を経たのかという点も未解明の部
分が多く、特に戦時下に関しては全く着手さ
れていなかった。「大学という視点から宗教
研究の制度的歴史化を試みる」、従来の宗教
学にとって新しい学問史の方法を本研究で
は提供することできたと位置づけている。 
②教育史学に対しては、宗教系大学の横断
的実証研究という方法、国民教導のための専
門職養成機関という新しい視点を提供でき
たと考えている。官立および有名私立の大学
に比べ宗教系大学に関する研究は極めて少
ない。そのような中、天野郁夫による近著『高
等教育の時代』（2013）は、旧学制下の宗教
系大学の動向を横断的に概略している貴重
な著作といえる。そこでは個別大学史の枠組
みを抜け出し、宗教別に当時の動向を比較し
ている点が画期的である。しかし、天野の記
述は各大学史をもとにしており具体性に欠
ける点が少なくない。本研究では、各大学内
に保管されている一次資料を調査対象とす
ることで、教育・研究内容の実証的な解明、
およびそれを基にした比較研究を試みた。ま
た、宗教系大学を国民教導のための専門職養
成機関としてみなすことで、戦時下の宗教系
大学がどのようなカリキュラムで宗教者養
成を行い、国家から期待される役割を果たそ
うとしたのか、さらには、戦争に対して各宗
教系大学がどのような発言・公式行事を行っ
ていたのか、という点に焦点をあて、明らか
にすることができた。宗教系大学を横断的に
捉え、かつ国民教導のための専門職養成機関
としてみなすことで、教育史学（大学史、高
等教育史）に対しても重要な研究成果を提供
できたと考えている。 
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